
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

市町村名

久万高原町

実質化された人・農地プラン

直近の更新年月日

令和3年3月23日

作成年月日対象地区名（地区内集落名）

永子地区（上永子集落・下永子集落）

157,979㎡

140,447㎡

19,500㎡

①地区内の耕地面積

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計

④地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計

③地区内における65才以上の農業者の耕作面積の合計 115,160㎡

ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計

ⅱ　うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計

86,815㎡

12,514㎡

（備考）

　地区の農地157,979㎡が自作農業者及び地区在住者2名、入り作農業者6名の担い手（中心経営体）により耕作
されており、現時点では、担い手不足の状況には至っていない。しかし、全体の7割強が65歳以上の耕作者となっ
ており、今後は担い手も含めた農業者の高齢化対策が必要となることから、担い手間の連携が必要になる。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

　永子地区の農地は、地区内の2名の農家、入り作を希望する6名の農家（内認定農業者1名）を中心経営体とし
て農地の集約化を進める。

　永子地区における将来的な後継者不足解消のため、入り作を希望する新規就農者の受け入れを促していく。
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４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針

①　農地の貸付け等の意向
　地区内で貸付け等が行われている農地は79筆、74,849㎡となっている。新たに貸付け意向が確認された場合は
担い手グループで対応を協議する。

②　農地中間管理機構の活用方針
　将来の経営農地の集約化を目指し、農地所有者は出し手・受け手にかかわらず、機構への農地の貸し付けを
積極的に行っていく。

④　鳥獣被害防止対策の取組方針
　侵入防止柵の点検や捕獲用罠の設置など、地区の農業者で連携して鳥獣被害防止対策に取り組む。

③　基盤整備への取組方針
　永子地区において将来にわたり安定的な農業経営ができる環境を確保するため、農業用水路の整備に取り組
む。
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今後の農地の引受けの意向
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